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●開催日／令和４年７月８日
●場　所／高知県立高知青少年の家

●中嶋会長あいさつ
　本日は、お集まりいただきありがとうございます。
　昨日まで九州のある市町村から相談を受けて、その対応で
行っていました。

　どういう相談かというと、その市町村では森林経営計画がた
てられている面積が結構ある。今、ほぼ間伐時期を過ぎて、標準
伐期50年をほぼ超えている。みんな50年以上たっているので、
順次皆伐して再造林をすることになります。その中で森林経営
計画が立てられていないところについては、森林環境税を使っ
て森林管理法に基づいてやりなさいと県から指導があった。
そこで、森林所有者にアンケートを取ったところ、アンケートを
返した人の半分が町に委託するとなっていました。森林管理法
では、そういうふうに委託してきた人の、集積計画をつくって、
意欲と能力がある林業事業体に登録された業者に委託して施業
をさせるようになっています。
　意欲と能力がある林業事業体に登録された業者が、その町に
は３つあります。森林組合と二つの素材生産業者で、この三者と
も皆伐をやっています。そうすると、どこの業者がやることに
なっても、多分皆伐されることになる。そうすると、森林経営計
画を立てたところで皆伐をされて、さらに集積計画を立てたと
ころでも皆伐をされることになる。そうすると相当量が皆伐さ
れる可能性があるということで、妙に怖いと言っている。
　実は、この町は２年前の豪雨で被害を受けています。そのと
き、皆伐したとこが崩壊しているというようなことがあって、こ
のまま皆伐を続けていいのかと考えていました。

　何かもっといい案はないのかと探してるうちに、小規模な人
たちが多間伐施業で木がある状態を維持するのが良いのでは無
いかと考えたと。そういう施業をする人を増やして、増えてきた
ら、町に委託された山を任せていくという手があるのではない
かと考えて、そういうふうにするにはどうしたらいいのかとい
う相談を受けていました。
　それで、一気には進まないけど、そういう人材を育てていきま
しょうよというような形になりました。それで、そういう人達が
出てくるのであれば、役場としては集積計画は立てずに、町の独
自の森林管理計画を立てて、そちらで進めたいというような意
向でした。それなら皆伐をせずに間伐施業で、災害が起きないよ
うな森林管理、それから森林施業をしていく方法を模索してい
きましょうということになりました。
　今、全国的に何となく皆伐がどんどん地域に近づいてきてい
て、自分としても非常にもったいないと考えています。今、せっ
かく50年まで来た山がゼロに戻るというのは非常にもったいな
い。それを今後100年生産し続けられる森に転換できるかどう
か、そうしたところが、中山間地域の集落が生き残っていく道な
のではないかと考えています。

　この高知においても一緒だと思います。多間伐施業で、この
50年の森を生産し続けられる山に変えていけるか、今、分岐点
となっています。そこを担えるのは、この小規模林業の人たちだ
と思っています。
　多間伐施業は、従来のやり方と林業技術も考え方も施業の仕
方も違います。全てが違うので、そこは学習しながら、研修しな
がら学んでいかないといけない。そこで環境税が入り始めた市
町村が重要になるんじゃないかと思っています。
　ありがとうございました。

1. 令和4年度 高知県小規模林業推進協議会通常総会及び第1回協議会

その他活動事例については、
以下のURL内に掲載中です。▶▶▶▶▶▶▶▶
https://kochi-shoukiborin.jp/
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2. ワークスタイル

はじめの一歩、学びで変わる安芸の山

安芸市 森づくり研修2022

安芸市の取組:森づくり研修
（自伐型林業研修）

安芸市　森づくり研修（自伐型林業研修）

　安芸市では、市内在住者を中心に小さな林業(自伐型林業)に関心
を持ち、新たに林業を始めてみたい方や、山林の管理に困っている
方を対象に、チェーンソーの取扱いや間伐の仕方、作業道開設等を
学ぶ林業未経験者・林業初心者向けの「自伐型林業研修」を2022年度
(令和 4 年度)に開催しました。

●支援制度：「安芸市森づくり研修」
●内　容

◦事前説明会：令和 4 年10月19日
第 1 回：令和 4 年10月29日～30日　チェーンソー取扱い研修等
第 2 回：令和 4 年11月19日～20日　間伐研修
第 3 回：令和 5 年01月14日～15日　作業道開設研修

●場　所：安芸市
●対象者：市内在住者を中心に小さな林業（自伐型林業）に興味を

お持ちの方
●講師

◦奈良県吉野林業家、清光林業株式会社：岡橋清隆 氏
　吉野林業再生のためには路網整備と直営化（自伐化）が必要
と考え、作業道づくりの実績を積み上げ、伝統ある林業地で新
しい山林経営を行っている。

◦奈良県吉野林業自伐林家、奈良県林業指導講師：原田勤 氏
　奈良県吉野地域で林業を営む伐木のプロフェッショナル。一
般の林業者の手に負えない特殊な環境での障害木伐採では全
国から声がかかる。

　安芸市は、県都高知市から東へ約40キロに位置する田園都市で、市の南部を
横断する国道55号を中心に県東部地域最大の市街地を形成しています。南は土
佐湾に面し、北は四国山地を背にし、徳島県と接しています。市内の中央部に
は安芸川・伊尾木川が南流し、その流域に安芸平野が広がっています。

　若年層からご高齢の方まで幅広い年齢層の参加があった今回の
研修では、安芸市在住者や自身で山林を保有している方、土佐備長
炭の製炭者など参加者も様々で、
どの参加者も座学研修から真剣
に取り組み、現場でのチェーン
ソーを使った研修では「先生、間
伐ではどういう木を選んだらえ
いがです ？」などと積極的に講
師に質問をしていました。

　今回は、安芸市で初
となる森づくり研修(自
伐型林業研修)を中心と
なって進める、安芸市農
林課 林業振興係 岡田さ
んにお話を伺いました。
　

安芸市農林課 林業振興係 岡田さん「安芸市の自伐型林業の取り組
みは昨年（令和 4 年）3 月にNPO法人84（はちよん）プロジェクト
と開催した自伐型林業に関する「小さな林業（林業の多様性）フォー
ラム」でスタートしました。84％の森林率を持つ高知県（安芸市は
89％）において、豊富な森林資源の活用と持続可能な山づくりは重
要なテーマだと安芸市としても考えています。今回の「森づくり研
修（自伐型林業研修）」を通じて、新しい林業の選択肢となり得る自
伐型林業に興味を持っていただき、その担い手の育成につながれば
と考えています。」
NPO84プロジェクト…https://www.kochi-84project.jp/

安芸市について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

熱心に指導を受ける参加者

内　　容
開催日時

【開 催 日】 【開催時間】

事前説明会
自由参加です。研修内容や自伐
型林業の概要説明、森のお困り
ごとの相談をお受けします。

令和 4 年 10 月 19 日 ( 水 ) 18:00 ～ 20:00

第 1 回：チェーンソー取扱い研修
チェーンソーの取扱い技術を
学びます。研修 1 及び研修 2
を受講された方に、チェーン
ソー取扱特別教育修了証を発
行します。

令和 4 年 10 月 29 日 ( 土 )
30 日 ( 日 )

9 :00 ～ 17:00
第 2 回：間伐研修
チェーンソーの取扱い技術及
び間伐時の選木の考え方、立木
の伐倒・造材、枝払い、けん引、
搬出等を学びます。

令和 4 年 11 月 19 日 ( 土 )
20 日 ( 日 )

第 3 回：作業道開設研修
作業道開設技術の基本知識及
び路線選定、バックホウによる
壊れない道づくりを学びます。

令和 5 年 01 月 14 日 ( 土 )
15 日 ( 日 )

◦自伐型林業推進協会：中嶋健造 氏、四宮成晴 氏
紹介記事　https://zibatsu.jp/meister
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2. ワークスタイル

小さな林業への確かな手応え

持続可能な安芸の山々のために

岡田さん「安芸市としては初めてとなる自伐型林業の研修を終え、
熱意のこもった講師陣の指導、真剣に取り組む参加者の姿に、机上
だけでは得られない「林業の現場」を感じることができる実りある研
修ができたと手ごたえを感じています。
　講師陣からは、チェーンソーの扱い方を入口に、選木の考え方、
安全に対する意識、林業経営に関する知識など幅広い指導があり、
伐倒作業では、木の重心、どこに倒して、どうなったら危ないかと
いった一つ一つの教えに、参加者全員が耳を傾け、熱心に質問する
様子が印象的でした。」

岡田さん「安芸市では集落周辺の
里山や、皆伐が適さない森林で
の自伐型林業の担い手支援・育
成を考えていて、市民に向けた
研修と並行し、自伐型林業を行
うための施業地の調査を進めて
います。」

岡田さん「今後、自伐型林業を推進していくにあたっては次の 2 点
が重要だと考えています。一つは自伐型林業の山守としての機能で
す。自伐型林業は森林の成長量を超えない弱度の間伐を繰り返し行
う多間伐施業が中心であり、施業する山を固定します。そのため、
施業が集落周辺の里山の整備にも繋がり、土砂災害などの防災・減
災にも貢献できます。もう一つは、自伐型林業を志す担い手を移住
者にも範囲を広げて募集するという点です。中山間地域の集落機能
の向上にも寄与することができ、林業にとどまらない波及効果を期
待しています。自伐型林業を推進することで林業の担い手不足とい
う安芸市の課題に取り組んでいきたいと考えています。」

　会員の活動事例や支援制度の紹介、協議会の開催など様々な情報
を掲載していきます。
　ぜひ、御覧ください。

【URL】https://kochi-shoukiborin.jp/

3. 専用LINEアカウント・ホームページの紹介

小規模林業 　検索

小規模林業推進協議会
LINE公式アカウント
支援制度のご案内や自伐林家の取材記
事などを配信しています。QR コードか
らぜひ友達追加をしてみてください !
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現場での技術指導や安全対策を支援します。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木の
選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーを派遣し
ます。派遣日数は最大 3 日間まで、会員の方の自己負担はありません。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木
の選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーの事
業地を訪問する事業です。

アドバイザー派遣 先進地現地研修

▶派遣アドバイザーに支払う報償費を補助します。 ▶現地アドバイザーに支払う報償費を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

①アドバイザー
　への報償費
②アドバイザー
　への旅費

定額。
ただし、報償費は１日当り2万4千円、宿泊費は
７千３百円、旅費は９千円を上限とします。

（※派遣日数は１人当たり最大３日間まで。1回 /年限り。）
（※通算で3年間しか利用できないものとします。）

ア ド バ イ ザ ー
派遣を申請する
者が会員である
こと

補助対象経費 補助率等 補助要件

アドバイザー
への報償費

定額
ただし、報償費は1日当たり2万4千円を上限とし
ます。

（※派遣日数は１人当たり最大３日間まで。1回 /年限り。）
（※通算で3年間しか利用できないものとします。）

先進地現地研修
申請者が会員で
あること

現場での安全対策を支援します。

作業中の思いがけない事故による怪我への補償に備えて、傷害総合
保険への加入に対して、助成をします。

保　険

▶保険加入に要する掛金を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

傷害総合保険加入
に要する掛金

2分の1以内
ただし、掛金は1人当た
り2万7千円以内
※補助額1万3千5百円が
　上限

• 傷害保険加入者が会員
であること

• 前年度に60ｍ3以上の搬
出をしていること

林材業労働災害防止協会高知県支部　 TEL.088-856-5721上記のお問合せ

労働安全衛生の向上を目的に、小規模林業を実践する方が、蜂刺
され対策として医療機関に支払う医療費に対して、助成をします。

医　療

▶蜂刺され対策として医療機関に支払う経費を補助します
補助対象経費 補助率等 補助要件

蜂刺され対策として、
医療機関に支払う経費
※経費対象は、蜂アレルギー血液検査、
処方登録受託医師診察料、自己注射管理
指導料、自動注射器購入費、毒液吸い出
し救急用具、スズメバチ忌避剤　他

2分の1以内
※自動注射器購入につ
いては1人1個までと
し、購入費の補助金の
額は5千円を上限

• 購入者が会員であ
ること

• 前年度に60ｍ3以
上の搬出をしてい
ること

４. 支援制度の紹介

作業道を作設するためのバックホウや、林内で間伐した丸太を運ぶた
めの林内作業車などの林業機械のレンタルに対して支援をします。

機械のレンタル

▶レンタル料等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助要件

レンタル及び回送
に要する経費
（消費税を除く）

2分の1以内
レンタル期間は3か月以内

バックホウ（0.25㎥規
格相当以下）、林内作
業車、ダンプトラック
等、木材の集材・運搬
に必要な機械

安全装備の導入を支援します。

労働災害を防止するために着用する安全装備等の導入に対して支援
をします。※一度補助を受けた方も、2年経過かつ前年度60ｍ3以上
の搬出があれば、再度補助が受けられます。

安全装備

▶安全装備購入費等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助対象品

安全装備等の購入費
ただし、指定された
3つの特別教育をす
べて受講した者

２分の１以内
ただし、1人当たり
の購入費４万円が
上限

保安帽、防振手袋、チェーンソー
防護服など

林材業労働災害防止協会高知県支部　 
TEL.088-856-5721

上 記 の
お問合せ

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4876

上 記 の
お問合せ

機械のレンタルを支援します。

林業の担い手確保のために支援します。

自分で、自分の山の手入れをする場合 間伐材の搬出等を行うために必要な作業道を整備する場合

間　伐 作業道

対象林齢 11～60年生 31～60年生

事業名 公益林保全整備事業
（保育間伐）

森林整備支援事業
（搬出間伐）

事業規模 0.1ha以上／施行地

伐採率 30％ 30％ 20％

補助条件
など

保安林又は市町村森林整備計画
に規定する公益的機能が高い森
林で集約化が困難な人工林

国庫補助事業の対象とならない
人工林

補助金額 定額 80,000円/ha 定額 183,000円/ha 定額 122,000円/ha

補助事業内容 補助金額

作業道路網の種類 路面整備 開設

作業道1.5m（幅員2.0m未満） 1mあたり100円 1mあたり500円

作業道2.0m（幅員2.5m未満） 1mあたり130円 1mあたり800円

作業道2.5m（幅員3.0m未満） 1mあたり150円 1mあたり1,000円

作業道3.0m（幅員3.0m以上） 1mあたり200円 1mあたり1,500円

高知県木材増産推進課　 TEL.088-821-4602上記のお問合せ
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